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履 歴
［書 歴］
１９６４（昭和３９）年 手島右卿に師事する
１９７０（昭和４５）年 「現代と素朴展」開催（銀座ヤマト画廊）
１９７１（昭和４６）年 毎日書道展毎日賞受賞
１９７２（昭和４７）年 独立書展準会員奨励賞受賞
１９７３（昭和４８）年 独立書展会員奨励賞受賞
１９７４（昭和４９）年 日本外務省買い上げ作品「輝」常陳（ニューヨーク・ジャパ
ンハウス）
１９７６（昭和５１）年 NHK「レンズはさぐる」に出演
手島右卿パリ展記念「抱雲会選抜書展」に「当」出品（日本
橋高島屋美術部画廊）
１９７９（昭和５４）年 NHK「ウルトラアイ」に出演
１９８０（昭和５５）年 「今日の日本書展：ヴェニス展」に「無」出品
１９８１（昭和５６）年 毎日書道展グランプリ会員賞受賞「為」
１９８２（昭和５７）年 アメリカ・ミネソタ州セントポール美術館主催「手島右卿と
一門展」に出品（アメリカ・ミネソタ州セントポール美術館）
佐渡・石塚与次右衛門頌徳の碑文を揮毫
１９８４（昭和５９）年 ベルギー日本大使館に作品「古為今用」収蔵
１９８６（昭和６１）年 イタリア日本文化館に作品「拈華微笑」収蔵
１９８７（昭和６２）年 第１回日本書道大賞新人賞（５０歳以下の書家対象）受賞
「現代書壇全貌展」に出品（銀座セントラル美術館）
１９８８（昭和６３）年 「毎日書道 ４０周年日本現代書法芸術北京展・上海展」に「鑑」
出品
xvii
１９９０（平成２）年 「In９０Excellent～新たなる日本美術の躍動」に超大作「対」（２３７
×４１２）を招待出品（ニューヨーク・ギャラリーモニーナ）
独立会員書展特別賞受賞「図」
「毎日書道会俊英１００人展（北京展）」に出品
「毎日書 道現代日本の書ドイツ・フランクフルト展」に「満」
出品（西ドイツ・フランクフルト パウルス教会展示室）
日本書道美術館に良寛詩の作品が収蔵される
１９９１（平成３）年 「毎日書道 小品展（ミュンヘン展）」に出品
「カナダを巡る書 日本現代書展（～１９９４年，５都市６会場）」
に「龍」（７０×６９）出品
「東日本書壇全貌展」に出品（銀座セントラル美術館）
「日本の書展」招待出品（以後毎年）（上野の森美術館）
「現代日本の書イギリス・ジャパンフェスティバル北アイル
ランド展」に「満」出品
「仲川恭司近作書展」を開催（佐渡・金井町役場 町民画廊
ヴィーナス）
１９９２（平成４）年 「毎日書道 現代日本の書アメリカ・ワシントン DC展」に
出品「夢」
「仲川恭司書展‘９２開催」全２６点（一字書１５，少字数書１５，
漢詩１）（大崎ウエストギャラリー）
青森県高等学校教育研究会書道部会研究大会講師
「第１３回青森県高等学校総合文化祭書道展」審査員
１９９４（平成６）年 神奈川県高等学校書道部会研修会講師
１９９５（平成７）年 佐渡・文化講演「書の心―良寛と会津八一，そして書の心―」
開催（佐渡島開発総合センター）
１９９８（平成１０）年 「現代日本の書代表作家ストックホルム展」に「宜」出品
１９９９（平成１１）年 「現代日本書道展」に出品「無」（ローマ・日本文化館）
埼玉県立大宮光陵高等学校書道科で講話と実演揮毫
２０００（平成１２）年 「現代日本の書代表作家ベルリン展」に「慈」・「動」出品
xviii
ベルリン市西ベルリン市庁舎に作品「動」収蔵
佐賀県展「書」審査委嘱される
２００１（平成１３）年 「常盤津を書に仲川恭司書作展」開催（東京新宿住友ビル「夢
ギャラリー」）
「世界書芸全北ビエンナーレ：本展示」に招待作家として「光」
（１６４×９４）出品（主催：大韓民国全羅北道）
アメリカ・サスクエハナ大学ゲストハウスに「麗妙」（１３７×
５９．５）常陳（プレッサーインターナショナルハウス）
専修大学大学院門扉揮毫
２００２（平成１４）年 多胡碑国宝化委員会委員に就任（～平成１６年）
２００３（平成１５）年 「春季大分県美術展」審査員
第１９回全国天領ゼミナール記念講演「砂漠化が進む地球～内
モンゴル自治区エチナ旗～」
２００４（平成１６）年 公開シンポジウム「多胡碑と東アジア」パネリスト（全国町
村会館）
佐渡・金井町名誉町民顕彰記念碑を揮毫，金井町文化会館に
て除幕式
専修大学附属高等学校門扉揮毫
２００５（平成１７）年 『古代多胡碑と東アジア』（共著，山川出版社）
論文「多胡碑碑刻文字からの検討と考察」
２００６（平成１８）年 第１回手島右卿賞受賞「久遠」（第５３回独立書展）
「手島右卿賞受賞記念 仲川恭司書展」開催（高知市文化プ
ラザかるぽーと）
『禅語吉語字典』（共著，日本書道協会）
２００７（平成１９）年 富山県展審査
「蘭亭序の魅力」講演講師
２００８（平成２０）年 日本郵政「干支文字切手・子年」を揮毫
「第３回アメリカ巡回 日本現代書展」に「泉」（６８×６８）出
品（ミシガン大学ヴェルコヴィッチギャラリー）
xix
「現代書の展開 SHO ２１世紀のかたち」展に「遅」（１２１×１２１）
出品（北海道立函館美術館）
第６０回毎日書道展功労者表彰受賞
（社）国際書法芸術連合 韓国本部創立三十周年記念「国際
書法大展」に「天蒼々野茫々」（６０×１３３）出品（ソウル市世
宗文化会館美術館）
２００９（平成２１）年 「國際書藝動向2009 International Trend of Calligraphy Exhi-
bition 2009」に「桜」（１２０×１８０），「無礙」（１２０×１８０），「空」
（１６５×１２０），「包」（１２０×１８０）出品（韓国・大邱市民会館展
示室全館）
毎日書道展６０周年記念事業 毎日書道図書館（毎日新聞社パ
レスサイドビル内）設立運営委員会委員長
２０１０（平成２２）年 日独交流１５０年記念「世界の文字芸術展（世界１７ヶ国参加）」
に「好奇」指定出品（ドイツ文字アート財団）
専修大学・神田キャンパス黒門「私立 専修大学」の門標揮毫
「國際書藝動向2010 International Trend of Calligraphy Exhi-
bition 2010」に「蔵」（１２２×７０），「知新」（１３７×７０）出品（韓
国・大邱市民会館展示室全館）
新潟県展審査
平安遷都一三〇〇年記念「第９回国際書法交流奈良大展」に
「齊心」（８３×１１５）出品（奈良県文化会館）
「國際書法交流展」に「齊心」（６０×１３７）出品（韓国・金海
市金海文化の殿堂 ユンスル美術館）
２０１１（平成２３）年 専修大学１３０周年記念映画『学校をつくろう』題字揮毫 （上
映：有楽町スバル座）
新潟県立佐渡高等学校校歌揮毫
「日独交流１５０周年を記念 世界の文字芸術展」に「好奇」（１３８
×６５）出品（ドイツ・ビースバーデン市）
専修大学図書館特別展「和うるわし」題字揮毫
xx
同展 講演「漢字の伝来から日本の文字文化へ」
長崎県展審査（県書道展）
高知県展審査
山梨県展審査（やまなし県民文化祭書道展）
「現代日本の書代表作家パリ展」に「辿」出品（フランス国
立ギメ東洋美術館）
フランス国立ギメ東洋美術館に作品「辿」収蔵
「韓国安東世界書芸大展」に「好奇」出品（韓国・慶尚安東
市安東文化芸術殿堂）
２０１２（平成２４）年 「第１回比田井天来・小琴顕彰 佐久全国臨書展（生誕１４０周
年記念 比田井天来ふるさと臨書展）」審査（佐久市近代美
術館）
専修大学主催社会知的フォーラム講演「漢字文化の伝来から
日本の文字文化へ」（北上市日本現代詩歌文学館）
「第１０回国際書法交流クアラルンプール大展」に「醇美」（６５
×１３８）出品（マレーシア創価学会 SGM総合文化センター）
「翰墨墨耘５０年書芸大展」に「不留行」（５６×２２８）出品（台
北市中正記念堂）
２０１３（平成２５）年 「煌めく日本の書 刻字と現代書イスラエル展」に「受」（１９７
×９０）出品（イスラエル・ティコティン美術館）
大正大学書道カレッジ《スペシャルセミナー》「手島右卿の
書芸術と人間」講演（大正大学巣鴨キャンパス）
「第６５回毎日書道展特別展示 手島右卿の書芸術―その世界
性」高円宮妃久子様ご鑑賞の解説役（国立新美術館）
「煌く日本の現代書巨匠展」に「旅」（１３５×３５）出品（プラ
ハ・キンスキー宮殿スターブル新展示ホール）
現代日本の書代表作家パリ SHO2に「風（春の嵐）」（９８．５
×６９．５）出品，開幕式にて「龍」字を揮毫（フランス国立ギ
メ東洋美術館）
xxi
「日本スペイン交流４００周年記念 日本の書展―現代日本の書
壇の最高峰作品をスペインの地で一堂に」に「耳洗 下水（良
寛）」（１３５×３５）出品（スペイン国立図書館）
２０１４（平成２６）年 開館４０周年記念新春特別展 現代の書に「灑々落々」（１３５×
３５）出品（日本書道美術館）
「台北・故宮博物院特別展 神品至宝」会場にて「湿」（１０５
×１３３）を席上揮毫（東京国立博物館）
「第２９回中国へ書の研修視察団」団長
「第１１回 國際書法交流大展」にて榮譽證書を受ける
２０１５（平成２７）年 アメリカ ボウリンググリーン州立大学に「泉」（６５×６５）収
蔵
「現代の日本の書代表作家パリ展 第３回展」実行委員長
（フランス国立ギメ東洋美術館）
日本書道ユネスコ登録推進協議会委員
【主な作品収蔵先】
ベルギー日本大使館，イタリア日本文化館，株式会社リバ・オートリース，公益
財団法人日本書道美術館，比田井天来記念館，埼玉県立大宮光陵高等学校，佐渡
市役所，光ミュージアム，米国サスクェハナ大学ゲストハウス，フランス国立ギ
メ東洋美術館，ドイツ・ベルリン市旧西ベルリン市庁舎，新潟県立佐渡高等学校，
ドイツ文字アート財団，米国ボウリンググリーン州立大学，専修大学，高知・安
芸書道美術館
業 績
【主な著書・論文】
「開通褒斜刻石の研究」（『書燈』４月号，１９８０年）
「多胡碑考察（）」（『専修国文』第３２号，１９８３年）
xxii
「多胡碑考察（）」（『専修国文』第３６号，１９８５年）
『基礎漢字二千字基本五体字典隷書執筆揮毫』（共著，書道ジャーナル編集室，１９８４
年）
『古碑帖臨書精選「手島右卿臨書法解説（６冊）」』（共著，日貿出版社，１９８３年）
「施福寺所蔵 空海「中寿帖」の考察」（『専修国文』第３９号，１９８６年）
「『一枚の繪』書・手島右卿の楷書の手ほどき（連載６冊）」解説（一枚の繪株式
会社，１９８７年）
『書学大系 第１１巻 玄秘塔碑・神策軍記聖徳碑』解説（株式会社同朋社，１９８７
年）
『毎日書道講座８ 少字数書』編集協力及び５節担当執筆（毎日新聞社，１９８８年）
「顔真卿の書法と造形の原理」（『専修国文』第４５号，１９８９年）
「草書の源流についての一考察」（『専修国文』第５０号，１９９２年）
「王羲之「喪乱帖」の考察」（『専修国文』第５１号，１９９２年）
「平安時代における仮名散らし書き誕生についての一考察（上）」（『専修国文』第
５６号，１９９５年）
「漢・文字瓦当の考察」（『専修国文』第６２号，１９９８年）
「張猛龍墓誌銘の真偽論争に加わっての一考察」（『修美』７８号，２００２年）
「多胡碑碑刻文字からの検討と考察」（東野治之・佐藤信編『古代多胡碑と東アジ
ア』，山川出版社，２００５年）
『一文字 ART』（共著，日本習字普及協会，２００３年）
『二文字 ART』（共著，日本習字普及協会，２００５年）
『三文字 ART』（共著，日本習字普及協会，２００６年）
『四文字 ART』（共著，日本習字普及協会，２００７年）
「第１章 漢字の伝来から日本の文字文化へ」（専修大学図書館編『日本語の風景』
専修大学出版局，２０１５年）
xxiii
